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4．特発性下腿浮腫に見られた異常リンパ節について
（病理学第2）
劉　　少雄，海老原善郎
　症例：24才、男性。平成元年12月頃から左下肢のつっぱり
感と腫脹が突発し徐々に進行した。平成5年には下肢の周径
が左／右＝　54／47、容積10000／6200となった。リンパ管造影
により、鼠径部より遠位の左側リンパ流の描出不良が証明さ
れたが、CT－venographyによる血管系の異常はなかった。リ
ンパ管一静脈吻合術が行なわれ、この際に切除された鼠赤部
リンパ節の組織学的特徴はリンパ節実質の著しい萎縮、輸出
リンパ管の異常増殖および壁の中膜肥厚、内膜の硝子様肥厚
による内乱狭小化、閉塞であった。炎症細胞浸潤はなく、組
織像から見ると病変の成り立ちはリンパ管内圧の上昇による
二次的変化と考えられる。kinmonthはLymphographyと組織所
見からこのような所見をリンパ節の低形成と理解したが、特
発性リンパ浮腫の組織学三一表現にはすぎないと考えられた。
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6．膠原病患者における5－HT、レセプターBlockerの有効性
　　一加速度脈波を用いての効果判定一
（皮膚科学）
奥田知規，大井綱郎，古賀道之
　レイノー症状の発症には血管の攣縮や血小板の凝集が関与
しているのではないかと考えられている。そこで、末梢循環
不全を改善させるために種々の血管拡張剤、あるいは血小板
凝集抑制剤などが用いられている。最近、セロトニンレセプ
ターである5－HT、レセプターに対するプロッカーが末梢循
環不全患者に有効との報告がされている。このような薬剤が
有効であるとすれば、その効果は循環動態の変化と関連して
いる可能性がある。そこで、加速度脈波計を用いてその有効
性を客観的に判定できるかを検討した。末梢循環の指標とな
りうる加速度脈波のd／a値は内服後は内服前より有意に上昇
していた（p＝0．0037）。また内服後の血漿中のセロトニン濃度
は有意に減少しており（p＝0．0086）、内服の効果が認められた。
加速度脈波計は、末梢循環改善薬などの治療効果判定の客観
的指標になりうるものと判断した。
5．聴診法とオシロメトリー自動血圧計による
　　　　　　　　　　　　　　血圧の比較、検討
（内科学第2）
松岡　治，高沢謙二，藤田正巳，田中信大，武田和大，
石丸満喜，強口　博，黒須富士夫，田村　忍，伊吹山千晴
【目　的】オシロメトリー法を用いた自動血圧計（コーリン
JENTOW7700）と一般的聴診法による測定血圧を比較、検討した。
【方　法】20歳以上の無作為に選んだ104例を対象とした。
聴診法（測定者2人）と自動血圧計の計3回血圧測定を行っ
た。測定順序の影響を除くためにこれを無作為に分けた。
【結　果】　　　　　　　　　20～29歳（n・61）
　　収縮期血圧拡張期血圧　　　　　収縮期血圧拡張期血圧
コーリン
検者A
検者B
112±18
111±18
111±17
30～49歳（n＝44）
63±121＊コーリン
65±13」　検者A
65±13　検者B
収縮期血圧拡張期血圧
コーリン
検者A
検者B
単位
【考
115±20
115±19
115±21
107±15
106±15
106±14
50～60歳（n＝9）
61±11
62　±　12
62±11
収縮期血圧拡張期血圧
65±13－P＊コーリン127±16
67±14」　検者A
66±15　　検者B
127±16
123±16
72±13
71±12
72±14
　　mmHG　＊Anoya
　　　察】オシロメトリー自動血圧計と聴診法による測定血
圧の間には有為差を認められなかった。
7．Pioglitazoneの動脈硬化に対する有用性
（内科学第3）
佐藤潤一，新井克典，稲村恒明，鎮目　学，福田　元，
調　進一郎，田中彰彦，金澤真雄，能登谷洋子，林　　徹
　インスリン抵抗性は動脈硬化の危険因子の一つである。イ
ンスリン感受性増強作用を有する薬剤であるPioglitazoneの
動脈硬化に対する効果を検討した。JW　rabbitに0．5％コレス
テロール食を与えた群（A群）と、0．5％コレステロールと共
に300ppm　Pioglitazoneを与えた群（B群）に分け、10週間後
に手勢を比較した。血清総コレステロールは、平群とも10週
後に有意に上昇したが、両群間に有意差はなかった。しかし
10週後の過酸化脂質を比較すると、B群で有意に低かった。
またインスリン負荷試験における血糖変化曲線下面積（AUC）
も両州間で有意差が無かった。しかし、摘出胸部大動脈の内
膜側脂質沈着面積率はB群で有意に低率であった。以上より、
本剤の高コレステロール血症下におけるインスリン感受性増
強作用は不明であるが、脂質沈着抑制効果が認められ、動脈
硬化を抑制する可能性が示唆された。
（2）
